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①事代主神社

②西御前社

③大国主神社

④本殿

⑤幣殿

⑥拝殿

⑦神庫

③神餞所

⑨輪抜祓所

⑩WC
①社務所

⑫斎館

⑬鼓楼

⑭放生池

⑮厳島神社

⑩御手洗池

①瀧宮

⑩神明宮

⑩つぶて石

⑩手水舎

④表参道

②楼門(神光門)

重
要
文
化
財

の
建
造
物

本
殿
。幣
殿
・拝
殿
／
長
［ホ我
聾
π
親
ど
π
菫
九

公
五
七
〇
）
年
に
再
建
し
た
建
物
（国
重
要
文
化
財
）

設
以
継
フ
生
棟
　
慶
安
二
（一六
四
九
）
年
、
一
一代
藩
主
山
内

忠
義
の
建
立
（国
重
要
文
化
財
）

楼
門

（神
光
門
）
／

孫

寛
水ヽ
公

天
≡

）年
、二

代
藩
主
山
内
忠
義
の
建
立
（国
重
要
文
化
財
）

宝

　

物

鯰

尾
鉾

／

本
不良
～
平
安
時
代
と
推
定

古
鏡

／

古
代
～
江
戸
時
代
需

指
定
）

能

面

／

室
町
～
桃
山
時
代
需

指
定
）

明
治
天
皇
御
衣
／
白
コ

董
　
一領

〈そ
の
他
〉
神
典
、大
太
鼓
、絵
馬
、書
画
等

劇
‐い詳謂Ｊ

:=l椰摯J鷹虚|二.:巌
参道入口神光門 (国重文 )

② l



由
緒
地

往古、大神の鎮座地を定め給うと投げた石は

この地にとどまり、厚くlFEられています。

周辺見取図

古くは、この池にて身心を清め参詣しました。

又、雨乞神事も斎行していました。

みそぎ岩
境内西方、しなね川に祀られていましたが、

現在は境内東方の神苑で祀られています。

①
※」R土佐―宮駅脚J

徒歩約15分

※高知市街より定期

バス有片道約15分

ヽ1駐車可

繹
痣
膵

書知県
・ 堪 窪

輩 ビ告神
ⅢⅢ
バス停

自動車学校

至
高
松

道参裏

一

ぜ
√

ヰ申■
社佐

バス停 , 土佐―ノ宮 土佐神社 (しなね様)

高知市一宮しなね2丁目161

8088日 845日1096
口088‐ 845‐1095
httpノ /www tosai nja l‐ tosa com/

斎籠 (い ごもり)岩
境内北西方300m山中にある大岩。
3月 11日 から12日のいごもり祭が斎行されていた岩です。

(現在は社殿にて斎行 )

砂聰(っぶて)77



―丁一佐

御
祭
神

一陳
轟
姐
音同
土彦
畑継
燿
貰
あ
じ
す
き
た
か
ひ
こ
ね
の
か
み
）

一暑員
士
曇
地
要
ひ
と
こ
と
ぬ
し
の
か
み
）

『日
本
書
紀
』
の
天
武
天
皇
四
（六
七
五
）
年
二
月
二
日
の
条
に
「土

左
大
神
、神
刀
一口
を
以
て
、天
皇
に
進
る
」
と
あ
り
、ま
た
朱
鳥
元
（六

八
工Ｃ
年
の
八
月
十
三
日
条
に
「秦
忌
寸
石
勝
を
遣
わ
し
て
、幣
を

土
左
大
神
に
奉
る
」
と
あ
り
、奴
不神
は
土
左
大
神
で
す
。
フ」の
祭
神
は
、

都
佐
の
国
造
が
奉
斎
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
『土
佐
国

風
土
記
』
逸
文
に
は
７
‥
土
左
の
高
賀
茂
の
大
社
あ
り
、其
の
神
の

み
名
を
喜
一口主
尊
と
為
す
。
其
の
み
祖
は
詳
か
な
ら
ず
。
一説
に
日
ヘ

ら
く
、大
穴
六
道
尊
の
み
子
、味
銀
高
彦
根
尊
な
り
と
い
へ
り
。
」
と

あ
り
、依
示
神
の
変
化
が
み
ら
れ
、奴
不
神
を
喜
一［主
尊
と
味
銀
高
彦
根

尊
と
し
て
い
ま
す
。
つ」
の
二
柱
の
祭
神
は
、
古
来
よ
り
賀
茂
氏
に

よ
り
大
和
葛
城
の
里
に
て
厚
く
仰
ぎ
祀
ら
れ
る
神
で
あ
り
、大
和
の

賀
茂
氏
ま
た
は
、
そ
の
同
族
が
土
佐
の
国
造
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と

な
ど
よ
り
、当
地
に
祀
ら
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

御
神
徳

味
銀
高
彦
根
神
は
、大
国
主
神
の
御
子
で
あ
ら
せ
ら
れ
、国
上
の
開
拓
、

農
工
商
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
繁
栄
の
神
様
で
あ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、

一言
主
神
は
、和
合
協
調
の
神
と
し
て
喜
面
で
物
事
が
解
決
さ
れ
る
と

い
う
特
殊
な
信
仰
の
あ
る
神
様
で
す
。
つ」
れ
に
よ
り
当
社
は
、古
く

よ
り
南
海
の
総
鎮
守
と
し
て
家
内
安
全
、農
産
繁
栄
、
建
設
、政
治

な
ど
の
神
様
と
さ
れ
、さ
ら
に
御
功
績
に
よ
り
航
海
安
全
、交
通
安
全
、

病
気
平
癒
の
神
様
と
称
え
ら
れ
る
な
ど
、
開
運
招
福
の
御
神
徳
が

あ
る
と
し
て
、
崇
敬
さ
れ
て
い
ま
す
。

御
由
緒

土
佐
神
社
の
創
祀
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、境
内

東
北
方
の
礫
石
と
呼
ば
れ
る
自
然
石
を
磐
座
と
し
て
祭
祀
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
、古
代
に
遡
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
延
喜
の
制

が
布
告
さ
れ
た
平
安
時
代
、
醍
醐
天
皇
の
御
代
に
は
式
内
大
社
に

列
せ
ら
れ
都
佐
坐
神
社
と
称
さ
れ
、
特
に
皇
室
の
崇
敬
あ
つ
く
勅
使

の
参
向
も
し
ば
し
ば
あ
り
、
朱
雀
天
皇
の
御
代
天
慶
三
（九
四
〇
）

年
に
は
、
神
階
を
正
一位
に
進
ま
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
初
頭

に
は
神
仏
習
合
時
代
に
入
り
、土
佐
国
総
鎮
守
一宮
と
さ
れ
、当
社
・

神
宮
寺
・善
楽
寺
に
て
一宮
を
形
成
、
土
佐
高
賀
茂
大
明
神
と
称
え

ら
れ
ま
し
た
。
室
町
時
代
に
は
、
武
門
の
崇
敬
あ
つ
く
、
正
親
町
天

皇
の
御
代
元
亀
元
全
五
七
〇
）
年
、長
宗
我
部
元
親
が
、本
殿
、幣
殿
、

拝
殿
を
再
興
、安
土
桃
山
時
代
後
陽
成
天
皇
の
御
代
慶
長
六
（
一六

〇
じ
年
に
は
、
山
内

一豊
封
を
こ
の
地
に
享
け
る
と
共
に
以
前
の
社

領
を
免
許
し
、
一
一代
忠
義
に
至
っ
て
摂
社
、末
社
を
始
め
、鳥
居
、楼
門
、

鼓
楼
を
増
築
し
て
、土
佐
の
国
最
上
の
祈
願
所
と
し
ま
し
た
。
明
治

元
年
、神
仏
分
離
令
に
よ
り
、永
年
続
い
た
神
仏
習
合
時
代
が
終
わ
り
、

明
治
四
年
に
は
土
佐
神
社
と
改
称
、
社
格
を
国
弊
中
社
に
列
し
ま

し
た
。
戦
後
、
昭
和
二
十
ス
一九
四
六
）
年
官
国
幣
社
の
制
度
が
廃
止

さ
れ
、
現
在
で
は
、神
社
本
庁
の
別
表
神
社
と
さ
れ
て
い
ま
す
。



殿

元
亀
元
含
五
七
〇
）
年
長
宗
我
部
元
親
公
の
再
建
御
建
立
の
現
社

殿
（国
重
文
）
は
入
母
屋
造
り
の
前
面
に
向
拝
を
付
け
た
本
殿
と
、

そ
の
前
方
の
十
字
形
を
な
す
幣
殿
、
拝
殿
、
左
右
の
翼
、
拝
の
出

か
ら
な
り
ま
す
。
十
字
形
の
屋
根
は
交
差
し
た
部
分
が
重
層
切
妻

で
あ
り
、
他
は
単
層
切
妻
で
す
。
幣
殿
を
頭
と
し
、
尾
に
相
当
す
る

拝
の
出
を
長
く
し
た
十
字
形
で
、
本
殿
に
向
か
っ
て
と
ん
ぼ
が
飛
び

込
む
形
に
み
た
て
た
入
蜻
蛉
形
式
で
、凱
旋
を
報
告
す
る
社
と
り
つ

意
味
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

摂
社

大
国
主
神
社

西
御
前
社

事
代
主
神
社

本
殿
西
に
奉
斎
、

御
祭
神
は
福
徳
円
満
の
神
と
し
て
信
仰
が
あ
り
ま
す
。

末
社

厳
島
神
社

鼓
楼
の
東
、放
生
池
中
央
の
島
に
奉
斎
し
御
祭
神
は
、市
寸
嶋
姫
命
・

多
紀
理
毘
売
命
・多
岐
都
比
売
命
、諸
病
平
癒
、縁
結
の
神
と
し
て

信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

御
旅

所

古
く
は
御
船
遊
び
の
儀
と
し
て
須
崎
市
浦
ノ
内
の
鳴
無
神
社
ま
で

御
神
幸
し
ま
し
た
が
明
治
十
三

全
八
八
〇
）
年
現
在
の
御
旅
所
へ

神
幸
す
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

本殿/西側面 (国重文 )

社殿/航空写真

し
な
ね
祭

（八
月
二
十
四
日
二
十十
五
日
）

八
月
二
十
四
日
■
一十
五
日
の
両
日
を
通
し
て
斎
行
さ
れ
る
し
な
ね

祭
は
当
社
の
最
も
重
要
な
祭
典
で
あ
り
、
土
佐
三
大
祭
の
一つ
で
す
。

神
恩
を
感
謝
し
、
御
国
の
隆
昌
と
世
の
中
の
平
穏
を
祈
念
す
る

も
の
で
、多
く
の
参
詣
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

八
月
二
十
四
日

午
前
六
時
／
忌
火
祭
　
午
後
八
時
／
宵
宮
祭

二
十
五
日

午
前
十
時
／
し
な
ね
祭
　
午
後
三
時
／
神
幸
祭

神
楽
や
太
鼓
の
奉
納
等
の
神
賑
行
事
も
行
わ
れ
、
一
一十
四
日
の

夕
刻
に
は
、
夜
店
が
軒
を
並
べ
夜
遅
く
ま
で
賑
わ
い
が
あ
り
ま
す
。

し
な
ね
様

の

語

源
に

つ
い
て

旧
暦
七
月
三
日
の
祭
で
す
。
し
な
ね
の
語
源
は
七
月
は
台
風
吹
き

荒
ぶ
こ
と
か
ら
風
の
神
志
那
都
比
古
か
ら
発
し
た
と
り
つ
説
、
ま
た

新
稲
が
つ
づ
ま
っ
た
と
り
つ
説
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
当
社
祭
神
と

関
係
す
る
鍛
冶
と
風
の
関
連
か
ら
と
み
る
見
方
も
あ
り
ま
す
。

特
別
授
与
品

おヽ
ふ
骸
旧
ズ
お
た
い
ま
つ
）

二
十
四
日
午
前
六
時
忌
火
祭
に
よ
っ
て
戴
い
た
忌
火
は
、
か
が
り
火

に
移
さ
れ
、
一
一十
五
日
夕
刻
ま
で
絶
や
さ
ず
、
と
も
さ
れ
ま
す
。
，ｃ
の

忌
火
に
松
明
を
か
ざ
し
て
持
ち
帰
り
、魔
除
け
と
す
る
特
殊
信
仰
が

あ
り
ま
す
。
フ」
れ
は
、
御
神
幸
の
み
こ
し
の
行
列
に
、
オ
オ
カ
ミ
が

襲
い
か
か
り
ま
し
た
が
、
松
明
を
ふ
り
か
ざ
し
、
追
い
払
っ
た
と
り
つ

故
事
に
よ
る
も
の
で
す
。

沖
里
鷲
パ
父
神
輿
渡
御
）

午
後
三
時
か
ら
御
神
幸
が
始
ま
り
ま
す
。
神
の
船
遊
び
と
呼
ば
れ
、

古
代
に
は
浦
ノ
内
湾
の
鳴
無
神
社

（須
崎
市
浦
ノ
内
東
分
）
ヘ

海

路

渡

御

し
ま
し
た
。

神
幸
は
し
ば
し
ば
海
難

に
遭
っ
た
た
め
と
り
止
め

ら
れ
、
江
戸
期
に
は
五
台

山
北
岸
に
小

一宮
と
り
つ

御
旅

所
を
設

け
、
神

幸

し
ま
し
た
。
今
日
で
は
こ

れ
も
止

ま
り
、
当

社

南

方

の

一
本

松

御

旅

所
ま

で
徒
歩

で
神

幸

し
て
い

ま
す
。
神
輿

を
く
ぐ

る

こ
と
に
よ
り
無
病
息
災
、

家
内
安
全
の
御
利
益
が

得

ら
れ
る
と
い
う
信
仰

が
あ
り
ま
す
。

特別授与品/お松明


